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お知らせ
耐圧検査合格シール

このシールが貼られている製品は、シーアンドシー　耐圧検査基準に
基づいた検査に合格している製品であることを表しています。
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はじめに
この度は、シーアンドシー製品をお買い上げいただき誠にありが
とうございます。
ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みになり、内容を十分に
理解してから正しくお使いください。お読みいただいた後は、いつ
でも見られるところに必ず保管してください。
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安全上のご注意

警告
● 指定以外のバッテリー／電池は使用しないこと。指定以外のバッテリー／電池

    を使用すると、ガスが発生して破裂する恐れがあります。

● 本製品を収納・運搬するときは、必ずバッテリー／電池を外すこと。バッテリー／

    電池を装着したまま収納・運搬すると、意図せずにスイッチが入り、火災の原因

    になります。
● 本体ケースやバッテリーキャップを開ける際は、人体に向けないこと。バッテリー／

    電池の発熱などが原因で本体内部が高圧になると、ケースやバッテリーキャップ

    が勢いよくはずれることがあり、ケガの原因になります。

危険
● 本製品を分解・加工改造（ハンダ付けなど）・加熱・火中投入などをしないこと。
    火災や感電、発火・発煙の恐れがあります。分解・加工改造品の浸水・破損・故
    障等の保証は、いたしかねます。修理や内部の点検は、ご購入の販売店にご
    相談ください。
● 本製品に装着したバッテリー／電池の端子部（＋と－）に、金属物（針金やネッ
    クレス、ヘアピンなど）を接触させないこと。バッテリー／電池の液もれ・発熱・発
    火・破裂や、本製品の故障などの恐れがあります。
● 本製品をご使用中にバッテリー／電池の液もれが発生した場合は、すぐに火気
    より遠ざけること。もれた液や気体に引火して、発火・破裂の恐れがあります。
● 万一、バッテリー／電池の液もれが発生して液が皮膚や衣服についた場合は、
    すぐに水でよく洗い流すこと。皮膚に傷害を起こすことがあります。液が目に入っ
    たときは失明の恐れがありますので、目をこすらずにきれいな水で洗い、ただち
    に医師にご相談ください。�

取り扱いを誤った場合、死亡または重傷を負う可能性が想定
されます。

注意 取り扱いを誤った場合、ケガを負う可能性および物的損害の
発生が想定されます。また、製品の品質･信頼性が損なわれ
る可能性が想定されます。

警告

ご使用の前に「安全上のご注意」をお読みになり、正しくお使いください。
お読みになった後は、いつでも見られるところに必ず保管してください。

ここに記載した注意事項は、人や製品への危害や損害を未然に防止
するための重要な内容です。内容をよく理解してから製品を正しく安
全にお使いください。

危険 取り扱いを誤った場合、死亡または重傷を負う可能性が高い
と想定されます。
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安全上のご注意

● 本製品の内部に水や異物を入れないこと。火災や感電の原因となります。本製
　　品は防水構造になっていますが、何らかの原因で内部に水が入ったときは、す
　　ぐにスイッチを切り、使用を中止してください。
● 濡れた手でバッテリー／電池を触らないこと。感電の原因になります。
● 可燃性ガスおよび爆発性ガスなどが大気中に存在する恐れがある場所では、
　　使用しないこと。引火や爆発の原因になります。
● ストロボやライトの発光部を床や机などに伏せた状態で発光させないこと。発熱
　　や火災の原因になります。
● ストロボやライトの発光後、発光部に触らないこと。ヤケドの原因になります。
● 自動車内の運転者に向けてストロボなどの補助光を使用しないこと。ストロボな
　　どを使用すると目がくらみ、運転不能になり、事故を起こす原因になります。
● 自動車など、乗り物を運転しながら使用しないこと。事故を起こす原因になります。
● 陸上でご使用の場合、不安定な状態で使用しないこと。転落すると、死亡や大ケ
　　ガの原因になります。
● 陸上でご使用の場合、傾いたところなど不安定な場所に置かないこと。落下する
　　と、ケガや製品の故障の原因になります。
● 本製品を乳幼児の手の届くところに置かないこと。付属品や小さな部品などを
　　誤って飲み込む恐れがあります。万一、飲み込んだ場合は、ただちに医師にご
　　相談ください。

注意

● ご使用の前に、必ず本製品の取扱説明書（本書）をよく読んでからお使いください。
● 煙が出る、異音・異臭がするときは、ただちに使用を中止してご購入の販売店に
　　ご相談ください。
● 万一、浸水した場合は、ただちにスイッチを切り、すぐに使用を中止してください。
● 浸水した場合、内部の圧力が高くなっていることがあります。バッテリーキャップ
　　や本体ケースを開けるときに水が吹き出したり、バッテリーキャップや本体ケー
　　スが跳ね上がったりすることがありますのでご注意ください。ケガの原因になりま
　　す。
● バッテリーキャップの開閉は、火の気のない場所でおこなってください。
● 本製品は気密構造となっています。密閉した状態で、航空機などで運搬すると、
　　内外の気圧差が生じることがあります。密閉しない状態（バッテリーキャップをは
　　ずすなど）で運搬してください。
● 水しぶきのかかるところ、湿気の多いところ、海岸など砂のつきやすいところで
　　は、本製品の開閉をおこわないでください。水滴落下・浸水などにより故障の原
　　因になります。
● 強い電波や磁気の発生する場所では、正常に動作しなくなることがありますので
　　ご注意ください。
● 飛行機内や病院内で使用するときは、航空会社・病院の指示に従ってください。
　　本製品が出す電磁波などにより、計器に影響を及ぼす恐れがあります。
● 本製品を布団などでおおった状態で使用しないでください。熱がこもって本体の
　　変形や火災の原因となることがあります。
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安全上のご注意

● ストロボやライトを人(特に乳幼児）の目の前に近づけて使用しないでください。
　　目の近くで発光させると、視力障害を起こす危険があります。特に乳幼児を撮影
　　するときは、１ｍ以上離れてください。
● 使用中の本製品に長時間ふれないでください。温度が相当上がることがありま
　　すので、長時間皮膚がふれたままになっていると、低温ヤケドの原因となること
　　があります。
● 本製品を落としたり、振り回したり、撮影機材を持ったままボートから海に飛び
　　込んだり、機材を海に投げ込むなど、強い衝撃を与えないでください。思わぬケ
　　ガや破損・故障の原因となります。
● ストロボ・ライト・アクセサリー類は確実に固定し、落下・紛失などにご注意くださ
　　い。また、必要以上に曲げたり、力を加えたりしないでください。思わぬケガや破
　　損・故障の原因になります。
● 本製品および取り付けたアクセサリーなどを持ってハウジングを持ち上げたり、
　　運んだりしないでください。落下・破損など、思わぬケガや故障の原因になりま
　　す。持ち運ぶ際は、ハウジング本体やグリップなどをお持ちください。
● 本製品の上に重いものを置いたり、乗ったりしないでください。重量で本体が変
　　形して内部部品が破損すると、火災・感電・故障の恐れがあります。また、浸水
　　の原因にもなります。
● ご使用後は防水されている状態で、必ず真水で洗ってください。参照→「お手入
　　れと保管上のご注意｣（P.Ｊ-17）
● 接続していたシンクロコード類をはずして洗う際は、必ず本製品のコネクター
　　キャップを閉めて、防水された状態で洗ってください。
● 薬品・化粧品、シンナーなどの石油系溶剤、台所用中性洗剤などは変形や損傷
　　の原因となる場合がありますので、絶対に使用しないでください。
● 高温になるところに放置しないでください。特に炎天下や真夏の車内、車のトラ
　　ンクの中は非常に高温になりますので、絶対に放置しないでください。本製品は
　　一部プラスチックを使用していますので、熱で本体が変形して内部部品が破損す
　　ると、火災・感電・故障などの恐れがあります。また、高温となる環境下に製品
　　を密閉した状態で放置すると、内部の圧力が上がり本体の変形や反り等が生じ
　　て、浸水や結露を生じる場合があります。
● 水に濡れた場所や湿気の多い場所に本製品を保管しないでください。カビやサ
　　ビ、腐蝕・故障の原因になります。
● ナフタリンや樟脳が入っている場所や、実験室などのような薬品を扱う場所に本
　　製品を保管しないでください。カビやサビ、腐蝕、故障の原因になります。
● 長期間ご使用にならないときは、内部電子部品の劣化を防ぐため、１ヶ月に一度
　　を目安にバッテリー／電池を入れてテスト発光をおこなってください。各操作部も
　　実際の撮影と同様に動作させてください。その後、Ｒｅａｄｙランプ（赤色）が点灯し
　　ていることを確認して電源をOFFにし、バッテリー／電池を取り出してください。
● 万一、本製品の不具合により撮影できなかった場合でも、撮影内容、および撮影
　　のための諸費用などの補償についてはご容赦ください。
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危険

警告

電池使用上のご注意

電池使用上のご注意

● 本製品をご使用中に、万一、お客様の取り扱い上の不注意により破損・損傷な
　　どが生じた際のカメラ、レンズ、その他のアクセサリー等の交換・補償はいたしか
　　ねます。
● Ｏリングの取り扱いについては、「Ｏリングメンテナンスマニュアル」（同梱品）をご
　　覧ください。
● 本書の記載内容の誤りなどについての補償はご容赦ください。
● 仕様および外観などは予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承くだ
　　さい。

● バッテリー／電池を火中に投入、加熱しないこと。
● バッテリー／電池に直接ハンダ付けしないこと。
● バッテリー／電池を分解・改造しないこと。発熱・発火したり、強アルカリ性の液
　　が飛散して危険です。
● バッテリー／電池の端子部（＋と－）に金属物（針金やネックレス、ヘアピンなど）
　　を接触させないこと。また、金属物と一緒に持ち運んだり、保管しないこと。
　　バッテリー／電池の液もれ・発熱・発火・破裂などにつながる恐れがあります。
● ニッケル水素充電池、リチウムイオン充電池などの充電は、専用充電器を使用
　　して指定の充電条件を守ること。バッテリー／電池が液もれ・発熱・破裂する原
　　因になります。
● バッテリー／電池の液もれが発生した場合は、すぐに火気より遠ざけること。も
　　れた液や気体に引火して、発火・破裂の恐れがあります。
● 万一、バッテリー／電池の液もれが発生し、液が皮膚や衣服に付いた場合は、
　　すぐに水でよく洗い流すこと。皮膚に傷害を起こすことがあります。液が目に入っ
　　たときは失明の恐れがありますので、目をこすらずにきれいな水で洗い、ただち
　　に医師にご相談ください。
● 充電器や機器に接続するときにうまくつながらない場合は、無理に接続しないこ
　　と。バッテリー／電池は、プラス・マイナスの向きが決められています。プラス・マ
　　イナスの向きを確かめてください。
● バッテリー／電池を電源コンセントや自動車のシガレットライターの差し込み口
　　に直接接続しないこと。

● バッテリー／電池を水や海水等につけたり、端子部分を濡らさないこと。バッテ
　　リー／電池の発熱や端子等のサビの原因になります。
● バッテリー／電池のケースや外装チューブをはがしたり、キズをつけないこと。
　　バッテリー／電池が液もれ・発熱・破裂する原因になります。
● 充電の際に所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合は、充電をやめ
　　ること。バッテリー／電池が液もれ・発熱・破裂する原因になります。
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電池使用上のご注意

● バッテリー／電池の液もれ、変色・変形、その他従来と異なる場合は使用しない
　　こと。異常と感じたときは、すぐに使用を中止し、ご購入の販売店にご相談くだ
　　さい。
● バッテリー／電池を誤って飲み込むことがないように、本体およびバッテリー／
　　電池は、特に乳幼児の手の届くところに置かないこと。万一、飲み込んだ場合は、
　　ただちに医師にご相談ください。
● バッテリー／電池を直射日光の当たるところや炎天下の車内、ストーブの前面な
　　どの高温の場所で使用、放置しないこと。バッテリー／電池の液もれ、発熱、性
　　能低下、寿命短縮の原因となります。

注意
● バッテリー／電池に強い衝撃を与えたり、投げつけたりしないでください。
● ニッケル水素充電池、リチウムイオン充電池などの充電方法や取り扱いについ
　　ては、電池および充電器の取扱説明書をよくお読みください。
● ニッケル水素充電池、リチウムイオン充電池などの使用（放電）は、必ず０～５０℃
　　の温度範囲でおこなってください。
● ニッケル水素充電池、リチウムイオン充電池などの充電は、必ず０～４０℃の温
　　度範囲でおこなってください。
● ニッケル水素充電池、リチウムイオン充電池などを長期間ご使用にならなかった
　　場合は、必ず充電してください。
● ニッケル水素充電池、リチウムイオン充電池などを冷たいまま、または低温の戸
　　外（０℃以下）で充電しないでください。バッテリー／電池の液もれ、性能低下、
　　寿命短縮の原因になります。
● バッテリー／電池の端子が汚れると機器との接触が悪くなり、電源が切れる、充
　　電されないなどが起こります。乾いた布などで拭いて端子をきれいにしてからご
　　使用ください。
● バッテリー／電池を使用機器に接続した状態で長時間放置しないでください。
　　また、ご使用後は、使用機器のスイッチを必ず切ってください。液もれの原因に
　　なります。
● バッテリー／電池を使用しない場合は、液もれやサビを避けるために使用機器
　　からバッテリー／電池を取り出し、－２０～３０℃の湿気の少ない場所で保管して
　　ください。
● 使用済みのニッケル水素充電池、リチウムイオン充電池などは貴重な資源です。
　　端子または接続コードにテープ等を貼り付け絶縁してから、充電池リサイクル協
　　力店に持参してください。
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同梱品を確認しましょう

本製品をご使用いただく前に、すべての付属品が入っていること
をご確認ください

YS-１７ 減光フィルター

スレーブキャップ

減光フィルターストラップ

シリコングリス

● Ｏリングメンテナンスマニュアル

● ＹＳ－１７取扱説明書（本書）
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各部の名称

発光部

固定ボルト
（P.J-10)

スレーブセンサー
（P.J-10)

バッテリーキャップ
　　　　　（P.J-11)

アーム取付ナット
（P.J-10)

光量切替スイッチ
（P.J-9)

ＴＴＬランプ（P.J-9)

モードスイッチ
（P.J-9)

Readyランプ
（P.J-9)
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各部の名称

OFF 電源を切ります。使用しな
いときは、［OFF］にしてく
ださい。

M マニュアル撮影する場合
にセットします。

TTL TTL 撮影する場合にセット
します。

Readyランプ ストロボが発光可能状態
になると赤色に点灯します。

ＴＴＬランプ 発光の際にＴＴＬ自動調光が
された場合、発光後約３秒間
緑色に点灯します。

スイッチの操作

モードスイッチ

モードスイッチを［M］にセットすると、
光量をＦＵＬＬまたは１／２に切替で
きます。

光量切替スイッチ

Readyランプ

ＴＴＬランプ
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固定ボルト

各部の名称

本製品は、光ファイバーケーブル（オプション）またはスレーブ
キャップをスレーブセンサーに取付けずに電源をＯＮにすると、
状況により発光することがあります。誤作動を防ぐため、光ファイ
バーケーブルを使用しない場合は、必ずスレーブキャップを取付
けてください。

スレーブキャップ

本製品をアーム等に取り付ける
際は、固定ボルトを矢印の方向
から入れて固定します。

注意
固定ボルトを逆方向から入れて
取り付けると、アーム取り付け
ナット等を破損する恐れがありま
すので、注意してください。

注意
スレーブキャップには紛失防止用
の紐を通す穴を設けてあります。
紛失防止のため、紐を通してご
使用ください。
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1

2

3

4

6

本製品には、以下のバッテリー／電池が使用できます。
それぞれ２個必要です。

モードスイッチがOFFになっていることを
確認する

バッテリーキャップを反時計方向に回し
て取りはずす（図１）

● バッテリー／電池の向きを間違えないよう
　　に注意してください。

バッテリーキャップのＯリングにシリコン
グリスを塗る
● Ｏリングに傷やゴミ等がないことを確認し、
　　付属のシリコングリスを薄く塗ります。

バッテリーキャップを時計方向に止まる
まで確実に回したあと、反時計方向に少
し戻して本体と電池キャップにある目印
を合わせる（図４）

5 バッテリーキャップの▲マークと本体の
▼マークを合わせる（図３）

注意
● バッテリー／電池を装着、または交換する際は、本体の水分を十
　　分に拭き取り、乾いた手で行ってください。特に毛髪やウェットスー
　　ツからの水滴にご注意ください。感電や製品のカビ・故障・浸水の
　　原因になります。
● バッテリー／電池は、必ず同一種類のものをご使用ください。
● バッテリー／電池を交換する際は、２本同時に交換してください。

電池を入れましょう

単３アルカリ乾電池、単３ニッケル水素電池、単３オキシライド乾電池

＋－のマークに合わせて、バッテリー／
電池を入れる（図２）

図１

図２

図３

図４
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ストロボをセットしましょう

コンパクトデジタルカメラで本製品を使用する場合は、光ファイバー
ケーブル（オプション）を接続します。本製品は、内蔵のスレーブ
センサーでカメラの内蔵フラッシュ等の発光を感知し、それに同調
して発光することができます。光ファイバーケーブルを使用しないと、
撮影条件によっては未発光や、正確なＴＴＬ調光は得られません。

注意
構造上、光ファイバーケーブルが使用できないハウジングがあります
ので、ご注意ください。

1 光ファイバーケーブルのコネクター
をスレーブセンサー部の穴に止ま
るまで差し込こむ

2 光ファイバーケーブルのコネクター
をハウジングの差込口に接続する

● 光ファイバーケーブルの差込口がな
    いハウジングの場合は、フラッシュ窓
    部分にストロボマスク（Ａ ： オプション）
    を取り付け、光ファイバーケーブル
    （Ｂ ：オプション）を接続する

A

B
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ストロボをセットしましょう

注意
● コンパクトデジタルカメラで撮影する場合は、必ずカメラの内蔵フ
    ラッシュを強制発光モードに設定してください。カメラの内蔵フラッ
    シュが発光しないと本製品も発光しません。強制発光モードの設
    定方法は、お使いのカメラの取扱説明書をご覧ください。
● ご使用になる前に、必ず光ファイバーケーブルの取扱説明書をよ
    くお読みください。
● 本製品と弊社製品ＤＸ-８０００Ｇ／
    ＤＸ-１Ｇ セットを組み合わせてご使用
　  になる場合は、各ハウジング付属の
    光ファイバーケーブルアダプターを
    ハウジングに取り付けて、光ファイバー
    ケーブルをご使用ください。
● ご使用になる前に、必ずハウジングの
    取扱説明書をよくお読みください。

光ファイバーケーブル
アダプター
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撮影しましょう

コンパクトデジタルカメラで撮影する場合、必ずカメラの内蔵フラッ
シュを強制発光モードに設定してください。カメラの内蔵フラッシュ
が発光しないと本製品も発光しません。

1
2
モードスイッチを［ＴＴＬ］に合わせる

撮影する

ＴＴＬ撮影とは

被写体の明るさをカメラ側で測光して、適正露出となるようにスト
ロボの発光量を制御する自動調光撮影です。
被写体との撮影距離が変化しても光量が自動的にコントロール
されるので、簡単に適正露出が得られます。ＴＴＬ自動調光で撮影
されると、発光後に光量切替スイッチのＴＴＬランプが約３秒間緑色
に点灯します。自動調光しなかった場合は、ＴＴＬランプは点灯し
ません。

ＴＴＬ撮影
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撮影しましょう

光量切替スイッチでストロボの発光量を選択して撮影します。

1
2

モードスイッチを［Ｍ］にする

3

光量切替スイッチをＦＵＬＬまたは１／２にセットする

撮影する

プリ発光とは

デジタルカメラの一部の機種は、１回目の発光で調光を行ってか
ら２回目の発光（本発光）で撮影します。この調光のための１回目
の発光をプリ発光といいます。モードスイッチを[Ｍ]、光量切替ス
イッチを[ＦＵＬＬ]にセットした場合はプリ発光に同調して発光して
しまうため、２回目の本発光時に充電状態となり、同調（発光）で
きません。

マニュアル撮影

注意

ＦＵＬＬ：　● お使いのカメラの内蔵フラッシュがプリ発光しない

� 　　    場合、または内蔵フラッシュがプリ発光しないよう

� 　　    に設定することができるカメラをお使いの場合に

� 　　    限ります。設定方法は、お使いのカメラの取扱説

� 　　    明書をご覧ください。

� 　　● 内蔵フラッシュがプリ発光する場合は、１／２に

� 　　    セットしてご使用ください。 

１／２：　 ● プリ発光の回数により本発光の際の光量（ガイド

                ナンバー）は異なります。
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撮影しましょう

近距離撮影する場合は、減光フィル
ターのご使用をおすすめします。
減光フィルターと発光部を合わせ、
軽く押しながら取付てください。

注意

● 減光フィルターが正しく取り付けら
　　れたことを確認してからご使用く
　　ださい。使用中の脱落・紛失・破
　　損などの原因になります。
● 減光フィルターと本製品には、紛
　　失防止用のストラップを通す穴を
　　設けてあります。同梱の減光フィ
　　ルターストラップを通してご使用く
　　ださい。

減光フィルターを使う
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注意
● 薬品や化粧品、シンナーなどの石油系溶剤、台所用中性洗剤など
　  は変形や損傷の原因となる場合がありますので、絶対に使用しない
　　でください。
● ご使用後は、必ずバッテリー
    キャップとコネクターキャップ
　　を取り付け、防水されている
　　状態で、右図のように十分
　　に真水に浸けてから流水で
　　洗ってください。可動部分
　　（レバーやボタンなど）は動かしながら洗ってください。

● 十分に真水に浸けない、または流水で洗うだけでは塩分が残ります。
　　乾燥すると塩分は結晶となり、水に溶けなくなります。本製品に付着
　　した塩の結晶は非常に取れにくく、浸水の原因になることもあります
　　ので、必ず真水に十分に浸けてください。
● 水洗いした後は、乾いた柔らかい布で水気をよく拭き取り、陰干しに
　　して乾かしてください。
● 熱を発生する器具で強制的に乾燥させると、変形や破損の原因とな
　　ることがありますので、絶対にしないでください。
● 長期間ご使用にならないときは、高温・高湿、直射日光の当たる場
　　所や、極寒になる場所を避けて、大切に保管してください。�
● ナフタリンや樟脳の入った場所や、実験室のような薬品を扱う場所
　　では本製品を保管しないでください。カビやサビ、腐蝕・故障の原因
　　になります。
● ご使用になった後は、バッテリー／電池を取り出して保管してください。
● ご使用になった後は、Ｏリングのメンテナンスをしてから保管してくだ
　　さい。ご使用の前後に必ずＯリングの点検をし、早めの交換をお勧
　　めします。�
● ご使用の頻度や保管状態によっても異なりますが、製品の性能を維
　　持するために、お買い上げいただいてから２年毎に１回を目安に、
　　オーバーホール（有料）にお出しになることをおすすめします。
● 長期間ご使用にならないときは、内部電子部品の劣化を防ぐために、
　　１ヶ月に一度を目安にバッテリー／電池を入れてテスト発光をおこ
　　なってください。Ｒｅａｄｙランプが赤色点灯している状態（ストロボ発
　　光可能状態）でモードスイッチを［OFF］にして、バッテリー／電池を
　　取り出してください。また、各操作部も実際の撮影と同じように動か
　　してください。��

お手入れと保管上のご注意
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※仕様および外観などは、予告なく変更することがあります。あら
　 かじめご了承ください。
※上記性能値は使用頻度、バッテリー／電池消費の程度、充電
　 量等により異なります。
※上記性能値は、常温（２５℃）時のものです。

仕様

操作部 モードスイッチ（ＯＦＦ / Ｍ / ＴＴＬ）
光量切替スイッチ（ＦＵＬＬ / １/２）

作動表示 Ｒｅａｄｙランプ（充電が完了：赤色点灯）
ＴＴＬランプ（自動調光：約３秒間緑色点灯）

ガイドナンバー １４（ＦＵＬＬ発光時） / ７～５．８（１/２発光時）
※カメラによって異なります
※陸上値（ＩＳＯ １００/ｍ）

照射角度 ７０°×５３°

色温度 ５６００°K（FULL発光時）※陸上値
５１００°K（フィルター使用時）

発光回数 アルカリ：約２００回
ニッケル水素（２７００ｍAｈ）：約４００回
オキシライド：約２３０回

リサイクルタイム アルカリ：約３秒
ニッケル水素（２７００ｍAｈ）：約３秒
オキシライド：約３秒

使用可能電池 単３アルカリ乾電池×２本
単３ニッケル水素電池×２本
単３オキシライド乾電池×２本

使用温度 ０℃～４０℃

質量 ４２５ｇ（バッテリー含まず）

水中質量 -１０ｇ（バッテリー含む）

本体材質 アクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂

耐圧深度 ６０ｍ（２００ｆｔ）

寸法 ９０（幅）×１１０（高さ）×１４０（奥行）ｍｍ
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